
- 1 -

平成１４年１０月２４日 問い合わせ先

監 査 事 務 局 監査事務局総務課

電話 ０３－５３２０－７０１６

前衛生局長の議会対応のための宿泊に伴う経費の支出を

違法・不当としその返還を求める住民監査請求監査結果

東京都監査委員 野 田 和 男

同 桜 井 良之助

同 横 山 樹

同 藤 原 房 子

第１ 請求の受付

１ 請求人

世田谷区 後 藤 雄 一

杉並区 前 川 タケシ

２ 請求書の提出

平成１４年８月２９日

３ 請求の内容

(1) 主張事実

ア 今村前衛生局長は、平成１３年第三回東京都議会定例会の議会対応のために、

９月２５日、同２６日の２日間、ヒルトン東京に宿泊し料金が支払われている。

イ 一方、局長車（練馬５４て４７８１）の運転日誌には、

９月２５日 ２０時２５分 都庁発 ２１時０５分 局長宅着

９月２６日 ７時３０分 局長宅発 ８時４５分 都庁着

２２時００分 都庁発 ２２時３０分 局長宅着

９月２７日 ７時３０分 局長宅発 ８時４５分 都庁着

と書かれている。
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ウ ヒルトン東京に２５日、２６日に宿泊した今村前局長が、実際は「ホテルに

は泊まらず、自宅から通勤していた。」とはどういう事なのか。

エ 運転日誌は外部委託の運転士が作成したものであり、走行距離数等の記載か

ら信憑性は高い。

オ 上記事実より考えられることは、今村前衛生局長は、当日ホテルには宿泊し

ていなかったにもかかわらず、料金を支払ったものであり、事実を伴わない違

法支出である。

(2) 措置要求

違法に支払われた今村前衛生局長のホテル代２万７，７２０円を個人の負担で

返還させるよう求める。

４ 請求の要件審査

本件請求は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号。以下「法」という。）第２

４２条所定の要件を備えているものと認めた。

第２ 監査の実施

項１ 監査対象事

平成１３年９月２５日及び２６日における衛生局長（ 以下「局長」という。）

の議会対応のための宿泊に伴う経費（以下「本件宿泊料」という。）の支出を監査

対象とした。

２ 監査対象局

健康局を監査対象とした。

なお、衛生局は、平成１４年４月１日に組織改正を行い、健康局（以下「局」と

いう。）及び病院経営本部となった。

３ 請求人の証拠の提出及び陳述

請求人から、陳述を行わない旨の連絡があったため、陳述は実施しなかった。

また、新たな証拠の提出はなかった。
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第３ 監査の結果

本件請求については、合議により次のように決定した。

本件請求には、理由がないものと認める。

以下、事実関係の確認、局の説明及び判断理由について述べる。

１ 事実関係の確認

(1) 東京都議会の日程について

平成１３年第三回東京都議会定例会の会期は、平成１３年９月１９日から同年

１０月５日であり、９月２６日に代表質問、９月２７日に一般質問が行われた。

(2) 本件宿泊料の支出について

ア 衛生局は、平成１３年３月２６日付１２衛総総第１７４４号「平成１３年度

ホテル客室供給協定の締結について（ヒルトン東京）」により、ヒルトン東京

を運営する日本ヒルトン株式会社と東京都衛生局ホテル客室供給協定を締結し

た。

イ 本件宿泊料について、日本ヒルトン株式会社からの支払い請求を平成１３年

１１月９日に受理し、同月１６日に２万７，７２０円が支払われている。

(3) 宿泊施設の借上料の取扱いについて

「組織運営費支出基準の廃止と宿泊施設の「借上料」の取り扱いについて」

（平成１１年３月１０日付１０総総総第１８７６号決定。以下「宿泊基準」とい

う。）で公費により宿泊できる場合について以下のように規定されている。

ア 宿泊がやむを得ないと認められる特段の事情がある場合

(ｱ) 本会議開会中の議会対応等のため、幹部職員が庁舎付近に滞在し、深夜、

緊急に対処すべき事由の発生に備える必要がある場合

(ｲ) 勤務終了が深夜となる場合で、当該職員がタクシーにより帰宅するよりも

ホテル等に宿泊した方が経費的に安価であり、かつ、事前に所属課長の承認

を得た場合

イ 支出金額

（ｱ） 公費負担できる金額は、ホテル等の宿泊に実際に要する宿泊料のみとし、

朝食代等は含まない。

(ｲ) 宿泊料の上限を一人当たり一泊１万２，０００円とする。前記上限額は、

税・サービス料等を含まず、これらの経費が必要な場合は、別途加算して支
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出できるものとする。

２ 健康局の説明

局においては、議会開催中、深夜未明に及ぶ議会答弁の調整や各局との折衝及び

これに付随する事務作業のほか、緊急の呼び出しに対応するため、これらの業務に

従事する職員に対し、宿泊を承認している。

平成１３年第三回東京都議会定例会本会議への対応のため、同年９月２５日、２

６日の局長の宿泊について、同年８月１４日に、局庶務係職員が宿泊の事前予約を

行った。

９月２５日、２６日の議会対策は円滑に進み、９月２５日は午後８時１５分頃、

２６日は午後９時４５分頃にはそれぞれ終了した。局長は深更に及ぶ調整の必要が

なくなったため、庁内に引き続き待機を必要とする議会担当の庶務係職員（以下

「議会担当職員」という。）に既にチェックイン手続を行った客室（以下「本件客

室」という。）を利用させることとし、庁有車により帰宅したものである。

なお、議会担当職員は、議会事務終了後に本件客室を利用した。

本件客室利用代金の請求を平成１３年１１月９日に受理し、宿泊確認書や請求明

細書により、利用日など宿泊契約に基づく適正な請求であることを局総務課長が確

認の後、２万７，７２０円を支出したものである。

議会担当職員の代泊は、当日の議会調整状況の事情変更の中で、有効利用という

観点に立ち判断したものであるが、改めて宿泊基準に照らせば、要件を満たさない

ものであるため、上記金額については、平成１４年１０月１５日に返納の事務手続

を行い、同日完了した。

３ 判 断

以上のような事実関係及び局の説明に基づき、本件請求について、次のように判

断する。

本件請求において請求人は、局長が議会対応のためにホテルに宿泊した事実がな

いにもかかわらず宿泊にかかる経費を支出したことを違法・不当であると主張して

いると解されるので、以下このことについて判断する。

局の説明及び関係資料の調査から以下の事実を確認した。
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ア 庁有車運転日誌には、局長が、平成１３年９月２５日及び２６日の夜は都庁か

ら自宅まで、同月２６日及び２７日の朝は自宅から都庁まで庁有車を利用したと

の記載があること。

イ 議会担当職員の超過勤務等命令簿には、平成１３年９月２５日及び２６日は翌

日の未明まで超過勤務を行ったとの記載があることから、本件客室に宿泊したこ

とが推認できること。

ウ 議会担当職員の都庁舎から自宅までのタクシー料金は約８，５００円であり、

本件宿泊料の一泊当たりの税・サービス料込みの料金１万３，８６０円より安い

ため宿泊基準に合致しないこと。

エ 平成１４年１０月１５日付１４健総計第２０１号「過年度戻入金の調定及び収

入について」により、平成１４年１０月１５日、本件宿泊料２万７，７２０円が

局総務課長から返納されていること。

以上のことから、局長は庁有車により帰宅したものの議会担当職員が宿泊したこ

とが推認でき、局長が宿泊した事実がないことをもって本件宿泊料の支出を違法・

不当とする請求人の主張には理由がない。

なお、宿泊基準に照らすと議会担当職員の宿泊は、要件を満たさないものである

が、平成１４年１０月１５日付１４健総計第２０１号「過年度戻入金の調定及び収

入について」により、平成１４年１０月１５日、本件宿泊料２万７，７２０円が返

納されたことから、都に損害はないと認められる。
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資料（東京都職員措置請求書）

監査請求書

前衛生局長今村氏（現保健医療公社理事長）に対する監査請求書

概要

「今村前衛生局長」は、平成１３年第３都議会定例会の議会対応の為に、９月

２５日、同２６日の２日間、ヒルトンホテルに宿泊し、料金が払われている。

・・事実証明書１．

一方、局長車（練馬５４で４７８１）の運転日誌には、 ・・・・・事実証明書２．

９月２５日

２０時２５分・・都庁発。 ２１時０５分・・局長宅着。

９月２６日

７時３０分・・ 局長宅発。 ８時４５分・・・都庁着。

２２時００分・・都庁発。 ２２時３０分・・局長宅着。

９月２７日

７時３０分・・局長宅発。 ８時４５分・・都庁着。

と書かれている。

ヒルトンホテルに２５日・２６日に宿泊した今村前局長が、実際は「ホテルには

泊まらず、自宅から通勤していた。」とはどういう事なのか？

運転日誌は外部委託の運転士が作成したものであり、走行距離数等の記載から信

憑性は高い。

上記事実より考えられることは、今井前衛生局長は、当日ホテルには宿泊してい

なかったにもかかわらず、料金を支払った？ものであり、事実を伴わない違法支出

である。

措置請求内容

違法に支払われた今井前衛生局長のホテル代２７、７２０円を個人の負担で返還

させるよう求める。

地方自治法第２４２条第１項の規定により、別紙事実証明書を添えて必要な措置

を請求する。

（以上、原文のまま掲載）



- 7 -

事実証明書

ア 平成１３年８月１４日付け未収取り扱い宿泊確認書及び平成１３年８月２０

日付け未収取り扱い宿泊確認書（受諾）の写し

イ 日本ヒルトン株式会社の請求書の写し

ウ ホテル客室供給契約に基づく借上料の支払９月分の支出命令書の写し

エ 庁有車運転日誌（衛生局長車）平成１３年９月２５日、２６日及び２７日分

の写し


